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大河ドラマ、お札の顔で熱視線

特別企画

東京兵庫県人会会報

ふるさとを語る

写真提供　デイリースポーツ



令和３年度
第43回東京兵庫県人会

総会・交流会
～ひょうご五国　広がる五縁（ごえん）～

開 催決定！
2021年11月16日（火）

品川プリンスホテル
アネックスタワー５階　プリンスホール

　会員の皆様には既にご案内が届いて
いると思いますが、今年も恒例の、県
人会最大のイベント「総会・交流会」
を開催します。
　テーマは「ひょうご五国 広がる五
縁（ごえん）」。総会後の交流会では、
県人会活動等のPRや兵庫ゆかりの豪華
賞品が当たる福引抽選会など、楽しい
ひとときをお過ごしいただける催しを
ご用意しております。
　会員の皆さまには、お誘い合わせの
上、ぜひご参加いただきますよう、心
からお待ちしております。

※�緊急事態宣言が発出されるなど、新
型コロナウイルスの感染状況によっ
ては、中止する場合があります。

■お申し込み・お問い合わせ
　東京兵庫県人会事務局（兵庫県東京事務所内）
　〒102-0093 東京都千代田区平河町2-6-3 都道府県会館13階
　TEL：03-5212-9040   FAX:03-5212-9042
　E-mail:info@hyogo-kenjinkai.jp

福引抽選会
県内市町をはじめ、多くの企業関係の皆様からご提供いた
だいた、神戸牛やホテル宿泊券など、兵庫ゆかりの豪華賞
品が当たる大抽選会！

詳しくは、
ホームページを
ご覧ください。

県人会活動等PR

県人会ホームページ
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（表紙）東京2020 オリンピックで兄妹そろって金メダルを獲得！
　７月25日に開催された東京オリンピック柔道で、神戸市出身の男子66キロ級の阿部 一二三選手と女子52キロ
級の阿部 詩選手が金メダルを獲得しました。
　男女の兄妹が同一開催のオリンピックで金メダルを獲得するという日本初の快挙を達成しました。
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渋
沢
栄
一
の
生
誕
地
を

訪
ね
て　

２
０
２
４
年
か
ら
新
１
万
円
札
の
顔
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、

今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
な
る
な
ど
一
躍
脚
光

を
浴
び
る
渋
沢
栄
一
（
１
８
４
０
～
１
９
３
１
年
）。
第
一
国
立

銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
を
は
じ
め
、
王
子
製
紙
、
帝
国
ホ
テ

ル
な
ど
約
５
０
０
社
の
設
立
に
注
力
し
、「
近
代
日
本
経
済
の
父
」

と
称
さ
れ
る
。
兵
庫
県
で
も
、
神
戸
女
学
院
や
神
戸
電
気
鉄
道
、

鐘
淵
紡
績
兵
庫
支
店
な
ど
へ
の
関
与
が
分
か
っ
て
お
り
、
第
一

国
立
銀
行
の
支
店
が
あ
っ
た
神
戸
に
も
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
。

そ
の
パ
ワ
ー
の
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
生
誕
地
で
あ
り
、
栄

一
ブ
ー
ム
に
沸
く
埼
玉
県
深
谷
市
に
今
も
残
る
ゆ
か
り
の
場
所

を
訪
ね
、
往
時
の
姿
を
探
っ
て
み
た
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長　

小
西
博
美
）

近
代
日
本
経
済
の
父
、
そ
の
源
泉
を
探
る

大
河
ド
ラ
マ
、
お
札
の
顔
で
熱
視
線

渋沢栄一が暮らした「中の家」。養蚕農家の形をとどめている
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実
業
家
の
原
点
は
深
谷
に

慈
悲
深
か
っ
た
母
え
い

◆
渋
沢
栄
一
記
念
館

　

最
初
に
訪
ね
た
の
は
渋
沢
栄
一
に
ま
つ

わ
る
資
料
を
集
め
た
「
渋
沢
栄
一
記
念
館
」

（
深
谷
市
下
手
計
）。
同
館
に
は
約
１
５
０

の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は

住
民
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
、
手
作
り
感

に
あ
ふ
れ
た
記
念
館
だ
。
２
０
１
９
年
４

月
に
新
１
万
円
札
へ
の
採
用
が
決
ま
り
、

同
９
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
が

決
ま
っ
た
。
一
気
に
栄
一
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
同
年
の
入
館
者
は
前
年
の
６
倍
以

上
の
約
10
万
人
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

栄
一
は
天
保
11
（
１
８
４
０
）
年
、
現

在
の
深
谷
市
血
洗
島
（
ち
あ
ら
い
じ
ま
）

に
生
ま
れ
た
。
渋
沢
栄
一
記
念
館
、
旧
渋

沢
邸
「
中
の
家
（
な
か
ん
ち
）」
な
ど
に

よ
る
と
、
渋
沢
家
は
開
拓
者
で
、
父
の
市

郎
右
衛
門
は
中
の
家
に
婿
入
り
。
学
問
を

た
し
な
み
、
勤
勉
で
養
蚕
の
ほ
か
藍
玉
を

作
っ
て
販
売
し
、
一
時
は
傾
い
て
い
た
同

家
を
立
て
直
し
た
。
雑
貨
や
質
屋
も
手
掛

け
か
な
り
裕
福
な
家
庭
だ
っ
た
と
い
う
。

年
は
い
っ
ち
ょ
う
や
っ
て
や
る
か
」
と
や

る
気
を
か
き
立
て
ら
れ
、
そ
れ
が
や
が
て

村
全
体
の
潤
い
に
つ
な
が
る
。
栄
一
の
実

業
家
と
し
て
の
原
点
は
深
谷
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
栄
一
は
多
く
の
社
会
福
祉
事
業

も
手
掛
け
た
が
、
こ
れ
は
慈
悲
深
か
っ
た

母
え
い
の
影
響
と
さ
れ
る
。
同
館
で
は
、

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
よ
る
栄
一
の
講
演
も
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。

養
蚕
農
家
の
形
と
ど
め

妹
夫
婦
の
愛
情
に
じ
む

◆
旧
渋
沢
邸
「
中
の
家
」

　

そ
の
栄
一
が
暮
ら
し
た
「
中
の
家
」
へ

向
か
う
。
朝
に
降
っ
た
雨
が
や
み
、
木
々

や
葉
の
緑
が
美
し
く
輝
い
て
い
る
。
重
厚

な
門
を
く
ぐ
る
と
立
派
な
２
階
建
て
の
建

物
が
現
れ
た
。
屋
根
の
上
に
「
腰
屋
根
」

が
し
つ
ら
え
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
栄
一
の

妹
て
い
の
夫
市
郎
が
上
棟
し
た
。
正
門
の

扉
は
ケ
ヤ
キ
の
一
枚
板
で
作
ら
れ
て
い

る
。「
煙
出
し
」
と
呼
ば
れ
る
天
窓
の
あ

る
屋
根
は
当
時
の
典
型
的
な
養
蚕
農
家
の

形
。
こ
の
辺
り
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、
家
の

つ
く
り
も「
お
蚕
さ
ん
フ
ァ
ー
ス
ト
」だ
っ

た
。

　

現
在
残
る
主
屋
は
明
治
28
（
１
８
９
５
）

年
に
建
て
ら
れ
た
。
切
り
妻
造
り
の
２
階

　

同
館
の
館
長
補
佐
で
学
芸
員
の
馬
場
裕

子
さ
ん
は
「
当
時
は
近
代
の
新
し
い
扉
が

開
く
時
期
。
農
民
は
豊
か
に
暮
ら
す
裁
量

を
与
え
ら
れ
、
村
を
治
め
る
代
官
と
の
や

り
取
り
も
任
さ
れ
て
い
た
」
と
指
摘
す

る
。
栄
一
は
そ
ん
な
時
代
に
父
の
背
中
を

見
て
育
ち
、
時
に
は
藍
の
買
い
付
け
も
や

ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
も
印
象
的
な
シ
ー
ン
と

し
て
描
か
れ
る
、
村
人
た
ち
が
藍
玉
の
で

き
を
競
う
「
藍
玉
力
比
べ
」。
葉
っ
ぱ
が

良
け
れ
ば
、
藍
の
発
色
も
美
し
い
。
村
人

が
よ
り
良
い
藍
を
作
ろ
う
と
切
磋
琢
磨
す

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
栄
一
が
作
っ
た

藍
玉
番
付
表
は
今
も
同
館
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
番
付
は
単
に
優
秀
な
農
家
を
た

た
え
る
だ
け
で
は
な
い
。
藍
作
り
が
終

わ
っ
て
打
ち
上
げ
の
際
に
、
優
秀
者
は
藍

作
り
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
工
夫

を
み
ん
な
に
披

露
す
る
。
水
を

２
回
か
ら
３
回

に
増
や
し
た
と

か
、
良
い
肥
料

を
入
手
し
て
替

え
て
み
た
な
ど

の
創
意
工
夫
を

話
す
。
番
付
が

低
い
者
も
「
来

記念館では、栄一のアンドロイドによる講演も

住民が持ち寄った資料などを展示する渋沢栄一記念館
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栄
一
へ
の
尊
敬
と
愛
情
が
に
じ
む
。

　

現
在
は
中
庭
か
ら
外
観
し
か
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
奥
の
十
畳
の
部
屋
を
の

ぞ
く
と
、
に
こ
や
か
に
座
る
栄
一
さ
ん
の

姿
が
。
こ
こ
で
も
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
観
光

客
を
迎
え
る
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
12
月
26

日
ま
で
登
場
。
来
年
か
ら
、
中
の
家
は
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
栄
一
は
「
青
淵
」
の
号
を
使
っ

た
。
屋
敷
の
北
東
に
は
、
そ
の
由
来
と

な
っ
た
池
の
跡
に
「
青
淵
由
来
之
跡
」
の

碑
が
建
つ
。

「
藍
香
あ
り
て
こ
そ
」

渋
沢
家
と
深
い
つ
な
が
り

◆
尾
高
惇
忠
生
家

　

中
の
家
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
下
手
計

に
、
尾
高
惇
忠
（
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う
）
の
生

家
を
訪
ね
る
。
こ
こ
で
栄
一
と
関
係
の
深

い
惇
忠
（
後
に
藍
香
と
号
し
た
）、
栄
一

建
て
で
、
西
側
に
は
平
屋
部

分
が
あ
る
。
こ
の
主
屋
を
囲

む
よ
う
に
副
屋
と
土
蔵
、
正

門
、
東
門
が
建
つ
。
て
い

は
、
明
る
く
朗
ら
か
で
、
栄

一
に
代
わ
り
夫
と
よ
く
家
を

守
っ
た
。
栄
一
は
、
忙
し
い

中
で
も
よ
く
中
の
家
を
訪
ね

た
。
帰
郷
の
際
の
部
屋
は
奥
の
十
畳
と
決

ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
夫
妻
が
栄
一
の
た

め
に
特
別
念
入
り
に
作
ら
せ
た
そ
う
で
、

の
妻
千
代
、
渋
沢
家
の
養
子
と
な
り
、
飯

能
戦
争
で
散
っ
た
平
九
郎
が
育
っ
た
。

　

栄
一
は
幼
い
頃
か
ら
い
と
こ
に
あ
た
る

惇
忠
の
も
と
へ
通
い
、
論
語
な
ど
多
く
を

学
ん
だ
。
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
後
に

「
藍
香
（
ら
ん
こ
う
）
あ
り
て
こ
そ
栄
一

あ
り
」
と
た
た
え
ら
れ
た
。
若
き
日
の
藍

香
や
栄
一
が
尊
皇
攘
夷
思
想
に
傾
倒
し
、

高
崎
城
乗
っ
取
り
や
横
浜
外
国
商
館
焼
き

討
ち
の
謀
議
を
行
っ
た
の
も
こ
の
家
の
２

階
と
さ
れ
、
そ
の
時
の
文
章
が
渋
沢
栄
一

記
念
館
に
残
る
。

　

ま
た
、
惇
忠
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
「
富
岡
製
糸
場
」（
群
馬
県
富
岡
市
）

の
初
代
場
長
を
務
め
た
。「
フ
ラ
ン
ス
人

が
工
女
の
生
き
血
を
採
っ
て
飲
む
」
と
う

わ
さ
さ
れ
、
最
初
は
工
女
が
集
ま
ら
な

か
っ
た
が
、
惇
忠
が
娘
勇
を
入
場
さ
せ
た

こ
と
で
何
と
か
集
ま
っ
た
と
い
う
。
栄
一

と
共
に
近
代
日
本
の
礎
づ
く
り
に
奔
走
し

た
。

移
設
は
１
本
の
電
話
か
ら

レ
ン
ガ
製
造
へ
の
注
目
再
び

◆
誠
之
堂
・
清
風
亭

　

オ
レ
ン
ジ
の
レ
ン
ガ
が
鮮
や
か
な
誠
之

堂
と
白
壁
が
ま
ぶ
し
い
ス
ペ
イ
ン
風
の
清

風
亭
。
二
つ
の
建
物
の
移
設
は
、
１
本
の

電
話
か
ら
始
ま
っ
た
。
１
９
９
７
年
９

月
、
両
建
物
の
保
存
運
動
に
携
わ
る
建
築

研
究
家
か
ら
深
谷
市
教
育
委
員
会
へ
「
引

き
取
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
切
羽
詰
ま
っ

た
電
話
が
か
か
っ
た
。
当
時
そ
の
電
話
を

受
け
た
と
い
う
同
市
文
化
振
興
課
の
主
査

古
池
晋
禄
さ
ん
は
「
こ
れ
は
大
変
な
話
だ
」

と
そ
の
日
の
う
ち
に
資
料
を
集
め
、
近
代

日
本
を
代
表
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と
を
確

認
。
翌
日
、
市
長
ら
が
東
京
都
世
田
谷
区

へ
赴
き
、
移
築
・
復
元
が
決
ま
っ
た
。
５

日
後
に
取
り
壊
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
建
物

を
ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
で
救
っ
た
。

栄一に影響を与えた尾高惇忠の生家

80歳頃の姿をイメージした渋沢栄一の
アンドロイド

中の家の立派な門構え。扉はケヤキの一枚板で作られた。

5ふるさとひょうご141号（令和３年10月発行）



し
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
Ｊ
Ｒ
深
谷
駅
も
レ
ン
ガ
造
り
が
美
し

い
外
観
だ
。
誠
之
堂
の
レ
ン
ガ
も
深
谷
産

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
身
近
に

大
河
、
お
札
…
好
機
に
沸
く
市

◆
深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館

　

最
後
に
、
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

深
谷
公
民
館
（
深
谷
市
仲
町
）
に
設
置
さ

れ
た
深
谷
大
河
ド
ラ
マ
館
に
立
ち
寄
る
。

見
ど
こ
ろ
は
栄
一
が
育
っ
た
家
を
創
作
し

た
セ
ッ
ト
。
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
商
売

の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。
ド
ラ
マ
の
進
行

に
合
わ
せ
て
展
示
内
容
も
更
新
。
来
年
１

月
10
日
ま
で
。

　

栄
一
ブ
ー
ム
に
、
生
誕
地
の
深
谷
市
も

沸
く
。
本
年
度
は
没
後
90
年
の
節
目
で
、

人
材
育
成
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
子
ど
も
に

仕
事
体
験
の
場
を
設
け
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
催
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
渋
沢
栄
一
政

策
推
進
部
を
置
き
、
栄
一
に
よ
る
町
お
こ

し
に
力
を
注
ぐ
。
同
部
の
花
輪
暢
彦
主
任

は
「
深
谷
イ
コ
ー
ル
栄
一
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
る
施
策
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

以
前
か
ら
地
元
商
工
団
体
な
ど
は

「
10
万
円
札
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
を
展

開
し
、
栄
一
の
１
万
円
札
へ
の
採
用
は
悲

願
だ
っ
た
。
今
は
土
産
物
と
し
て
お
札
サ

ブ
レ
な
ど
も
登
場
。
官
民
で
ブ
ー
ム
を
盛

り
上
げ
る
。

　

誠
之
堂
は
初
代
頭
取
だ
っ
た
栄
一
の
喜

寿
を
記
念
し
、
第
一
銀
行
行
員
た
ち
が
建

設
し
た
。
あ
え
て
色
む
ら
を
付
け
た
レ
ン

ガ
や
、
祝
宴
を
描
い
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が
目
を
引
く
。
世
界
で
活
躍
し
た
栄
一
を

た
た
え
、
西
洋
建
築
を
中
心
に
中
国
、
朝

鮮
半
島
、
日
本
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
。

清
風
亭
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
瓦
の
屋
根
や
ベ

ラ
ン
ダ
の
ア
ー
チ
、
円
柱
の
装
飾
な
ど
当

時
流
行
し
て
い
た
南
欧
田
園
趣
味
の
建

物
。
こ
ち
ら
は
、
栄
一
の
後
継
、
佐
々
木

勇
之
助
頭
取
の
古
希
を
記
念
し
て
贈
ら
れ

た
。

　

栄
一
は
都
市
の
近
代
化
に
欠
か
せ
な
い

と
し
て
、
深
谷
市
に
日
本
初
の
機
械
式
レ

ン
ガ
工
場
を
設
立
し
、
今
も
ホ
フ
マ
ン
輪

窯
６
号
窯
な
ど
が
歴
史
遺
産
と
し
て
残

る
。
こ
の
た
め
、
同
市
は
レ
ン
ガ
を
生
か

色むらのあるレンガが個性的な誠之堂スパニッシュ瓦が用いられた清風亭

レンガ造りの外観が美しいJR深谷駅

栄一の家を創作したセットがある深谷大河ドラマ館

渋沢栄一関連施設マップ

1177

1177

17

17

★
★★

★

★

尾高惇忠生家
渋沢栄一記念館

誠之堂・清風亭

深谷大河
ドラマ館

旧渋沢邸「中の家」

JR深谷駅

深谷バイパス

6 ふるさとひょうご141号（令和３年10月発行）


